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第１１話 文物
ぶ ん ぶ つ

の伝来
で ん ら い

 

        属国
ぞっこく

となった三韓から頻
しき

りに文物
ぶんぶつ

を伝えて来た。 わが国の文明
ぶんめい

は頓
とみ

に進歩した。 

新羅
し ら ぎ

が降伏して、高句
こうく

麗
り

も百済
くだら

もわが国に貢 物
みつぎもの

を 奉
たてまつ

るようになると、九州の熊襲
くまそ

はおのずから鎮
しず

ま

って、叛
そむ

かなくなった。 これが神功
じんぐう

皇后のお手柄
てがら

であることはいうまでもないが、新羅
しらぎ

征伐
せいばつ

のお手柄に

はまだまだ外にもっと大事
だいじ

な事がある。 それはこの後
のち

、朝鮮の各国から文物
ぶんぶつ

が伝わって来て、大いにわ

が国の進歩
しんぽ

を助けたことであります。 

文物
ぶんぶつ

の伝来
でんらい

 

今日
こんにち

の眼
め

で朝 鮮
ちょうせん

を見ると、事が異なるので、ちょっと分
わか

りにくいかも知れないが、その頃の朝鮮は

わが国よりもずっと開
ひら

けて、学問
がくもん

も技芸
ぎげい

が発達
はったつ

していた。 それというのは、中国大陸
たいりく

と陸
りく

続
つづ

きであると

ころから、大 昔
おおむかし

から開けていた中国と早くから交通
こうつう

して、その文明
ぶんめい

の影 響
えいきょう

を受
う

けていたからです。 そ

れで、一旦わが国の属国
ぞっこく

となってからは、毎年 奉
たてまつ

る貢 物
みつぎもの

の外
ほか

に、その進歩
しんぽ

している学問や技芸
ぎげい

をも次第
しだい

に伝えて来ました。 

学問
がくもん

 

第１５代応神
おうじん

天皇の御代
み よ

に、百済
くだら

の王が阿直岐
あ ち き

という者を使いとして 良
りょう

馬
ば

を２匹
ひき

ほど献
けん

上
じょう

して来ま

した。  

この阿直岐
あ ち き

は、学問もよく出来たので、天皇は太子
たいし

の菟道稚郎子
うじのわき いらつこ

に、阿直岐
あ ち き

を師
し

として学ばせになっ

たが、ついでに、もっとすぐれた師匠
ししょう

を太子の為に求
もと

めようとおぼしめして、ある日、阿直岐
あ ち き

に、「百済
くだら

に

はお前よりすぐれた学者がいるか？」とお尋
たづ

ねになった。 「王仁
わ に

と申す者が居
お

ります。 すぐれておりま

す」と阿直岐
あ ち き

が申し上げると、天皇はわざわざ使
つか

いを百済
くだら

に遣
つか

わして王仁
わ に

をお徴
め

しになりました。 それ

で王仁
わ に

は、論語
ろんご

十巻と千
せん

字
じ

文
もん

一巻を 携
たづさ

えてわが国に渡
わた

って来ました。  

この論語
ろんご

というのは、孔子
こうし

という中国の昔の聖人
せいじん

が説
と

いた儒 教
じゅきょう

という教
おし

えを記
しる

した本で、千
せん

字
じ

文
もん

と

いうのは、普通
ふつう

に使う一千字の漢字
かんじ

を選
えら

んで、それを読
よ

みやすい文 章
ぶんしょう

に綴
つづ

ったものです。 王仁
わ に

は先
ま

づ

これらの本に就
つ

いて太子にお教
おし

え申し上げたのでありますが、これがわが国に中国の学問
がくもん

や文字
も じ

の入った

始
はじ

めだと伝えられています。 

なお、王仁
わ に

や阿直岐
あ ち き

はそのまま日本にとどまって（すなわち帰化
き か

して）日本の国民
こくみん

となったので、そ

の子孫
しそん

も永
なが

く朝 廷
ちょうてい

に仕えて、学問の事や記録
きろく

の事などを 掌
つかさど

ることとなりました。 

工芸
こうげい

 

 また、百済
くだら

の王は機織
はたおり

や裁縫
さいほう

の上手
じょうず

な工女
こうじょ

を送って来たり、鍛冶
か じ

の巧
たく

みな職 工
しょっこう

や、酒
さけ

や醤油
しょうゆ

の醸 造
じょうぞう

に秀
ひい

でた者などをも送って来ました。 中国の秦
しん

の始
し

皇帝
こうてい

という天子
てんし

の子孫
しそん

であるといわれている弓
ゆ

月
つきの

君
 きみ

という人などは、それまで永
なが

く百済
くだら

に住
す

んでいたのですが、この応神
おうじん

天皇の御代に、わが皇室の威徳
いとく

を
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慕
した

って、一家一族
ぞく

１２７県
けん

の民
たみ

を引き連
つ

れて渡
わた

って来
き

ました。 この人は殊
こと

に養蚕
ようさん

や紡織
ぼうしょく

の業
ぎょう

に秀
ひい

でて

いたので、帰化
き か

して日本の国民
こくみん

となると、波多
は た

の公
きみ

という姓
せい

まで 賜
たまわ

りました。  

実
じつ

に、こういう人々が次々
つぎつぎ

に渡って来て、忠実に 働
はたら

いたために、わが国の工芸
こうげい

は目ざましく進歩
しんぽ

し

ました。 また一方から見ると、いかにその頃の中国や朝鮮が常
つね

に乱
みだ

れていて人々が住みにくく、わが国

がよく治
おさ

まって、安心
あんしん

して住むことが出来たかということも分
わか

ります。 

天皇政治、神
かん

ながらの道  

一体、わが国には大昔から伝え来ました神
かん

ながらの道
みち

があって、代々の天皇はそれに 則
のっと

って政治
せいじ

をさ

れています。 それは天 照 大 神
あまてらすおおみかみ

が高天原
たかまのはら

をご支配
しはい

になったように、全く公明正大
こうめいせいだい

で、一点の 私
わたくし

もな

く、自然
しぜん

に任
まか

せて、君
きみ

も臣
しん

も神さながらに平和
へいわ

に幸福
こうふく

に暮
く

らすことを理想
りそう

とされているのです。 

天 照 大 神
あまてらすおおみかみ

の子孫
しそん

であらせられる代々
だいだい

の天皇は、いつもご自身
じしん

が大 神
おおみかみ

のお代
かわ

りすなわち現人神
あらひとがみ

とな

って、 昔
むかし

、大 神
おおみかみ

の民
たみ

であった者の子孫
し そ ん

である民
たみ

を御支配
しはい

になっているのですから、この君臣
くんしん

の関係
かんけい

は

永 久
えいきゅう

に変
かわ

りません。  

ところが、中国や朝鮮では強
つよ

い者
もの

がいつでも起
た

って君主
くんしゅ

になることの出来る国であり（訳注：これを

難しい言葉
ことば

ですが易姓革命
えきせいかくめい

の国という）、民も祖先
そせん

も同
おな

じくしている一
いち

民族
みんぞく

ではないのですから、君
くん

民
たみ

の

関係
かんけい

が 全
まった

くわが国とは異
こと

なっています。 いつ誰
だれ

がどこから起
た

って君主
くんしゅ

の 位
くらい

を取
と

って代
かわ

ろうとするかも

知れないので、君
きみ

も君
きみ

として安心
あんしん

して支配していることが出来ないと共
とも

に、その取
と

って代
かわ

ろうとするため

に絶
た

えず戦争
せんそう

が起
おこ

るので、民
たみ

も民
たみ

として安心して住
す

むことが出来ないのです。   

殊
こと

に応
おう

神
じん

天皇の御
み

代
よ

の頃
ころ

には、中国や朝鮮はそれがひどかったので、従
したが

って、日本に渡って来たもの

が多かったのであります。 

外国の 教
おしえ

とわが国 

また、この時に入ってきた儒 教
じゅきょう

という学問
がくもん

なども、今話
はな

したように、もともとわが国とは 全
まった

く国体
こくたい

の異
こと

なる仁義
じんぎ

 道徳
どうとく

を説
と

いた教
おし

えですから、そのまま受
う

け入
い

れてわが国の教
おし

えと出来ない 所
ところ

もあったのは

勿論
もちろん

です。 しかしわが国民は、何事
なにごと

に対してもそのすぐれた 所
ところ

だけを取
と

り入
い

れて、決
けっ

して鵜呑
う の

みには

しないという長 処
ちょうしょ

を持
も

っていますので、儒 教
じゅきょう

からもやはりその良
よ

い所を取って、わが国民の道徳
どうとく

を進
すす

め

るようにしました。 

これは後
のち

に仏 教
ぶっきょう

が入って来た時にも、キリスト教が入ってきた時にも、その他
た

の思想
しそう

や学問が入って

来た時にも、いつも同じでありました。 

 

( 第 11 話 文物
ぶんぶつ

の伝来
でんらい

   終わり。   次は前頁に戻り、 第 12 話 仁徳天皇
にんとく てんのう

の御仁慈
ご じ ん じ

  へ) 


